
北海道・沖縄を除く全国最強の山城 50 にチャレンジ 

30 期 上野 英洋 

週刊朝日ムック「歴史道」を書店にて見る機会があり、その中で一度は登るべき最

強の山城ベスト 50 に心踊らされました。2024 年 2 月人生の節目の 80 を迎えるに当

たり、現状の体力(脚力)及び長時間の運転も OK で、50 ヶ城の登城を乗り切れると年

甲斐もなくチャレンジを決めた次第です。妻の理解を得て 2024 年度の 30 期の世話人

会・学友会の委員を休止させていただきました。 

“一度は登るべき最強の山城ベスト 50”の選者である小和田泰経氏は、戦国武将・

城郭・合戦・武具に詳しく戦国時代のスペシャリストで、山城(山の斜面や中腹の斜面

に平坦な平場を作り土塁等で守りを固めた城)を 4 つの基準(遺構の保存状態・防御

力・登り易さ・交通 アクセス)で格付けランキングされ、その中でベスト 3は鳥取市

の鳥取城、滋賀県近江八幡市の安土城、島根県安芸市の月山富田城です。 

現在、天守があるのは約 100 城で、石碑のみ・堀を巡らせた集落・砲台跡も城に含

まれるので 2.5 万～3万の城があるとされその多くが山城です。 

天候・道路状況・時期を考慮して実行。関西の 1城のみ公共交通機関を利用し、東

北 6城・関東 7城は最寄り空港からレンタカ－で、信越 3・北陸 3・東海 7・関西 9・ 

中国 1・四国 3 城は自宅より自車で、九州 6・中国 4 城はフェリーで九州に渡り自車

で登城口まで。 

昨年の 1月 6日に大阪府大東市の飯盛山城からスタートして、ラストは 10 月 31 日

に震災の傷跡が今も深く残る石川県七尾市の七尾城に登城を終え、中能登町の友人宅

に立ち寄り暫し会話を交わし、震災復旧工事区間の多い北陸道を無事に走り切り 10

ヶ月で、東北～九州の山城 50 を持病の腰痛と闘いながらも何とかチャレンジ出来ま

した。山城 50 巡り終えた達成感は格別です。 皆さまも何かにチャレンジしてみては

如何ですか。 

スタート：飯盛山城の虎口(出入口) ラスト：七尾城本丸跡に至る石垣と階段 


